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序にかえて―細胞老化研究の転換点（仮題） 原 英二（大阪大学 微生物病研究所） 

 

 

 第１章 細胞機能と細胞老化                                

１）ミトコンドリア恒常性と細胞老化（仮題） 尾池雄一（熊本大学 医学部） 

２）細胞膜障害による細胞老化誘導（仮題） 河野恵子（沖縄科学技術大学院大学） 

３）腸内細菌と細胞老化の関係（仮題） 河本新平（大阪大学 微生物病研究所） 

４）細胞老化におけるレトロトランスポゾンの役割（仮題） 三好知一郎（理化学研究所） 

５）オートファジーと細胞老化（仮題） 井本ひとみ（大阪大学 生命機能研究科） 

 

 

 第２章 DNA傷害と細胞老化                                 

１）細胞老化におけるストレス応答シグナル伝達（仮題） 山内翔太（東京大学 薬学部） 

２）細胞老化における SASP制御（仮題） 高橋暁子（がん研究会 がん研究所） 

３）細胞老化の機能と可塑性（仮題） 成田匡志（University of Cambridge） 

４）多倍体化と細胞老化の関係（仮題） 松本知訓（大阪大学大学院 生命機能研究科） 

５）DNA修復異常と細胞老化（仮題） 柴田淳史（慶応義塾大学 薬学部） 

 

 

 第３章 蛋白恒常性や新規モダリティーと細胞老化                       

１）細胞老化とプロテオーム（仮題） 高杉征樹（大阪公立大学 医学部） 

２）老化細胞におけるタンパク質分解（仮題） 村田茂穂（東京大学 薬学部） 

３）セノリティック薬の可能性と問題点（仮題） 脇田将裕（大阪大学 微生物病研究所） 

４）生体レジリエンスの観点からのカロリー制限とセノリシスの違い 
～「信長」か「家康」か（仮題） 近藤祥司（京都大学 医学部） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 第４章 幹細胞・リプログラミングと細胞老化                         

１）幹細胞老化の皮膚老化における役割（仮題） 西村栄美（東京大学 医科学研究所） 

２）生体内での老化細胞の役割（仮題） Dmitry Bulavin（IRCAN） 

３）細胞老化と発癌・リプログラミング（仮題） 山田泰広（東京大学 医学部） 

 

 

 第５章 臓器障害と細胞老化                                 

１）心臓・炎症反応と細胞老化（仮題） 眞鍋一郎（千葉大学 医学部） 

２）肥満と細胞老化：肝癌発症への関与（仮題） 大谷直子（大阪公立大学 医学部） 

３）慢性閉塞性肺疾患と細胞老化（仮題） 杉本昌隆（東京都健康長寿センター） 

４）免疫細胞の細胞老化（仮題） 山下政克（愛媛大学 医学部） 

５）免疫チェックポイントと老化（仮題） 塚本博丈（京都大学 がん免疫総合研究センター） 

６）加齢に伴う腎臓の三次リンパ組織の役割（仮題） 柳田素子（京都大学 医学部） 

７）歯周病と細胞老化（仮題） 池上久仁子（大阪大学 歯学部／関西医科大学） 

 

 

 第６章 モデル動物・疾患と細胞老化                             

１）ショウジョウバエにおける細胞老化（仮題） 井垣達吏（京都大学 生命科学研究科） 

２）小型魚類を用いた細胞老化研究（仮題） 石谷 太（大阪大学 微生物病研究所） 

３）早老症における細胞老化の役割（仮題） 横手幸太郎（千葉大学 医学部） 

４）ハダカデバネズミにおける細胞老化（仮題） 三浦恭子（熊本大学 医学部） 

５）神経変性疾患と細胞老化（仮題） 松井秀彰（新潟大学 脳研究所） 
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